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１．はじめに

急増するアジア諸国との交易に対応するために
東京港国際海上コンテナターミナル整備事業が進
められている。
本工事は、東京都港湾局が建設する「―１１m岸
壁（延長２００m）」の桟橋新設工事である。既設桟
橋（②・⑥ブロック）の間に挟まれた場所 L＝７５
mに PC桟橋上部工３ブロック（③④⑤）を建設
するものである（図―１、図―２、図―３参照）。
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１
施工計画

図―１ 桟橋平面図

図―２ 標準断面図

図―３ 着工前写真
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施工手順は、大まかに以下の４段階である。
①既設鋼管杭に桟橋式支保工を設置し現場打ちに
より受梁下部コンクリートを打設する。
②プレキャスト PC桁を陸上クレーン及び海上ク
レーンにて受梁上に架設する。
③ PC桁の桁間に、間詰めコンクリートを打設し、
ジャッキにて PC鋼線を横締め及びグラウト注
入する。
④全ての PC桁横締め完了後、受梁上部コンク
リートを打設し桟橋を一体化する。
また、平面的な施工展開は、端部から順次、ブ
ロック単位で仕上げて行くのが通常であるが、工
期短縮のため、両端のブロックを同時施工し、最
後に真ん中のブロックを施工することとした。

２．現場における問題点

施工にあたり３つの課題があった。
①受梁施工時の課題
中間の受梁は断面的に左右対称、また陸側の受
梁は鋼管杭が被覆石で固定されているため、受梁
コンクリート打設後の変位は生じない。しかし、
海側受梁は、海側へ張り出した構造であるため、
杭に対する偏荷重により前面に傾く変位が生じる
断面形状である。変位量が大きいと岸壁法線のズ
レが生じるだけではなく、PC桁の所定のスパン
長が確保できなくなる可能性がある。
② PC桁架設時の課題
前述の①の課題に関連して、PC桁架設時は、
PC桁が受梁に設置されたままの状態で固定され
ていない。このため、受梁上部コンクリートで桟

橋が一体化されるまでの間の変位が懸念される。
③ PC桁緊張時の課題
通常の PC桟橋は PCケーブルの横締め作業に
配慮し、PCケーブルの挿入・緊張作業に必要な
作業スペースを確保できるように、桟橋の片側か
ら施工する。今回の施工範囲では両側を既設桟橋
に挟まれているため、最終施工ブロック（④ブロ
ック）は、隣ブロックの端桁があり緊張スペース
が６８０mmしか確保できず、通常の施工方法では
緊張作業が出来ない。また、PCケーブルの挿入
も不可能であり、その両方の問題を解決する必要
がある。（図―５参照）

３．工夫・改善点と適用結果

①受梁施工時の課題は、桟橋前面法線に対して大
きく影響するため、以下に示す対策を検討した。
鋼管杭は単杭であり軟弱な海底地盤から１３m
も突出しているため、図―６に示すように鋼管杭
頭部に垂直材（H形鋼）を設置し、前面鋼管杭と
中間、背面鋼管杭を水平材（H形鋼）にて連結し、
法線直角方向の基礎杭４列を一体化した。①各受
梁を支保工の段階で連結した後にコンクリートを
打設することで、②受梁コンクリート打設時の偏
芯抑制を図った。
② PC桁架設時の課題は、前述①の各受梁を連結
した状態で PC桁を架設することで解決するが、

図―４ 海側受梁断面図

図―５ 最終緊張箇所断面図

図―６ 支保工連結材断面図
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支保工連結材がある付近は PC桁が架設できない。
よって、予め工場製作の段階で PC桁にインサー
ト筋を設置し、架設時にインサート筋と受梁を固
定する。固定完了後、支保工連結材を取り外し、
残りの PC桁を架設することとした。
上記①、②の対策により、施工手順や安全対策
を事前に構築し対応したことで、岸壁法線は、所
定の許容値を十分満足することができた。
③ PC桁緊張時の課題は、やはり作業スペースの
確保が大前提であり、PC桁の構造及び緊張機の
縮小化を念頭に、以下に示す３つの対策を早急に
検討し実施した。（図―８参照）
ａ．端桁に中桁と同様の切欠き部を設置
切欠きは、間詰部の PCケーブル挿入部にシー
スを取り付けるためのものであり通常、中桁には
設けるが、端部の桁には設けない。少しでも緊張
スペースを確保するため、中桁同様に切欠き部を
３０mm設けた。
これに伴い、３０mmの切欠きによるグリッド筋
（定着金具補強筋）のかぶり確保についての検討
を行った。
PCケーブル挿入部のグリッド筋がスターラッ
プの外側になってしまうのでかぶりが不足する。
そこで PC桁製作に使用するコンクリートの設

計強度が５０N/mm２であることを考慮し、グリッ
ド筋のサイズを変更することとした。
これによりグリッド筋のサイズを□１６０mmか
ら□１２０mmに小さくすることが可能となり、所
定のかぶりを確保できることを確認した。
ｂ．PCケーブル挿入部の位置を変更
PCケーブルの挿入スペースを確保するため、
構造細目で許容される最大の曲げ半径R＝３８００で、
定着金具の位置を上方に変更した。
これに伴い、PCケーブルを曲げ上げることに
よるシースとの摩擦検討を行った。
シースとの摩擦により、PCケーブルに導入し
たプレストレスは区間長に比例して徐々に減少す
る。（図―１０参照）
曲げ上げ区間（②～③）は通常の区間よりも摩
擦が大きく、導入したプレストレスの減少率も、
通常の０．５％に比べ１０．６％と大きくなる。（表―１
参照）
その他の項目についても詳細に検討した結果、
最終有効プレストレスを確保するために必要な初
期引張応力度は１，２８２N/mm２となった。

図―７ インサート筋詳細図

図―８ 対応断面図

図―９ 切欠き部形状

図―１０ プレストレス導入モデル図
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(%) 
 400 2 0.5 
 464 49 10.6 
 23,430 109 0.5 

通常条件であれば１，２４０N/mm２であったため、
結果３．４％増となった。この値は PC鋼材の許容
応力度以下であり、品質は十分に確保されること
を確認した。
（図―１０の①１，２７６N/mm２は、定着具の摩擦損
失―６N/mm２を初期引張応力度１，２８２N/mm２から
控除している）
ｃ．ストロークの小さな特殊ジャッキを採用
緊張スペースを確保するため、通常よりも短い
ジャッキを使用する。
ジャッキ長を４８５mm→３６４mm（▲１２１mm）に
短縮した。
これは全国に２台しか保有されていない（当社

調べ）特殊ジャッキであり、早期に確保した。
上記③の対応により端部の緊張作業をスムーズ
に行うことができ、所定の品質を確保することが
できた。

４．おわりに

当工事は、①工期が短い中で PC桁の製作を遅
滞なく開始すること、②製作が完了してきた PC
桁を所定の品質・出来形を満足させるための受梁
の施工をすること、③挟み込まれた場所での PC
桁横締め施工という複数の課題が絡み合う複雑な
工事であった。
事前に発注図と現場条件の精査を行い、標準的
な施工ではできないことを的確に把握し、早急に
構造検討を行い発注者の了解を得たことで、複雑
な断面的な施工手順にも、また、挟み込まれた平
面的な場所での施工も、どちらも解決し工期を満
足し安全に終えることができた。
同様の案件は多々あると思われるが、早急な設
計・図面の照査及び現場条件の把握を早期にかつ
緻密に実施することがこれほど重要であると痛感
した現場は初めての経験であった。

表―１ プレストレス減少量

図―１１ PCケーブル挿入状況

図―１２ 使用ジャッキ

図―１３ 緊張状況

図―１４ 完成全景
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